
山口市営住宅等駐車場管理委託実施要領 

 

 

（趣旨）  

第１条 この要領は、山口市営住宅等（山口市営住宅等の駐車場使用に関する管理

要綱第２条第３号にいう市営住宅等）の駐車場の管理委託について必要な事項を

定めるものとする。  

（委託契約の対象）  

第２条 委託契約の対象は、市が別に定める標準規約に基づき設立された市営住宅

駐車場管理組合（以下「管理組合」という。）とする。  

（契約の目的）  

第３条   市長は、次に掲げる業務（以下「本業務」という。）を管理組合に委託し、

市営住宅等の駐車場を適正に管理するものとする。  

(1)  不正駐車・交通安全等駐車場の適正な管理に関すること。  

(2)  外来用駐車場の管理運営に関すること。  

(3)  組合員に対する駐車区画の割り振りに関すること。  

(4)  前３号に関する組合員等の意見調整及び市との連絡調整に関すること。  

（委託契約の手続き） 

第４条 市は、管理組合から規約、総会議事録、役員体制等を提出させ、第２条の

対象としての要件の可否を審査する。  

２ 前項の審査の結果、委託契約の対象として適当と認められる場合は、駐車場管

理委託 契約書（別記様式。以下「契約書」という。）により、委託契約を締結

する。  

３ 契約書には規約及び役員体制（連絡先）等を明記した書類を添付しなければな

らない。（実施検査等） 

第５条 市は、必要があると認めるときは、本業務の管理状況について随時実施に

検査し、  又は管理組合に対して所要の報告若しくは資料の提出を求め、若しく

は必要な指示をすることができる。  

 （委託料の算出）  

第６条 契約可能駐車区画（外来用駐車場を含む）１台あたり、年間５００円とす

る。  



 （契約期間）  

第７条 当該年度の４月１日から翌年度の３月３１日までの１年間とする。ただし、

年度の途中からの契約の場合は当該契約の日からとする。  

 （委託料の支払い） 

第８条 市は、管理組合の提出する委託料金請求書に基づき、請求日から３０日以

内に委託料を支払わなければならない。  

   附 則  

  この要領は、平成１７年１０月１日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式第１号（第４条関係） 

駐 車 場 管 理 委 託 契 約 書 

 

 山口市営住宅等の駐車場管理業務の委託について、管理者山口市(以下「甲」という。)

と受託者          市営住宅駐車場管理組合（以下「乙」という。）とは、次の条項

により契約を締結した。 

 

 （目 的） 

第１条 甲は、次に掲げる業務（以下「本業務」という。）を乙に委託し、乙はこれを受託

する。 

  (1) 不正駐車・交通安全等駐車場の適正な管理に関すること。 

 (2) 外来用駐車場の管理運営に関すること。 

 (3) 組合員に対する駐車区画の割り振りに関すること。 

 (4) 前３号に関する組合員との意見調整及び甲との連絡調整に関すること。 

 （実施方法） 

第２条 乙は、山口市営住宅条例（平成１７年条例第１９７号）、山口市営小集落改良住宅

条例（平成１７年条例第１９８号）、山口市営特定公共賃貸住宅条例（平成１７年条例第

１９９号）、山口市営住宅等の駐車場使用に関する管理要綱、この契約及び甲が別に定め

る駐車場管理委託実施要領に基づき、駐車場等を善良な管理者の注意をもって管理し、

本業務を誠実に実施するものとする。 

 （委託期間） 

第３条 本業務の委託期間（以下「委託期間」という。）は、  年   月  日から   年

３月３１日までとする。 

 （委託料） 

第４条 本業務の委託料（以下「委託料」という。）は、金       円とする。 

 （委託料の支払） 

第５条 甲は、委託料を乙の提出する適法な支払請求書に基づき、請求日から３０日以内

に乙に支払うものとする。 

 （権利の譲渡等の制限） 

第６条 乙は、この契約に定める乙の権利又は義務を第三者に譲渡し、又は引き受けさせ

てはならない。 

 （再委託の制限） 

第７条 乙は、本業務の全部又は一部を第三者に再委託してはならない。 

 （実施検査等） 

第８条 甲は、必要があると認めるときは、本業務の管理状況について随時実施に検査し、

又は乙に対して所要の報告若しくは資料の提出を求め、若しくは必要な指示をすること

ができる。 



 （契約の解除） 

第９条 甲は、乙がその責めに帰すべき理由によりこの契約に定める義務を履行しないと 

きは、この契約を解除することができる。 

２ 乙は、前項の規定による契約の解除により損害を受けた場合であっても、その損害の  

賠償を甲に請求することはできない。 

 （損害賠償） 

第１０条  乙は、その責めに帰すべき理由によりこの契約に定める義務を履行しないため 

甲に損害を与えたときは、その損害に相当する金額を損害賠償として甲に支払わなけれ 

ばならない。 

 （契約の締結に要する費用） 

第１１条 この契約の締結に要する費用は、すべて乙の負担とする。 

 （疑義の解決） 

第１２条 この契約について疑義が生じたときは、甲乙協議の上、解決するものとする。 

 （履行の決定） 

第１３条 前各条に定めるものほか、この契約の履行について必要な事項は、甲乙協議の

上、決定するものとする。 

 

 以上の契約締結の証として、この証書２通を作成し、双方記名押印の上、各自１通を保

有する。 

 

      年  月  日 

 

                          委託者 山口市 

 

                                   山口市長                , 

 

 

               受託者 山口市 

                                  （市営住宅駐車場管理組合理事長） 

 



 


